
 
 
いくつかのワクチンには、免疫応答を高めるためにアルミニウムが含まれています。乳児がいる親

の中には、ワクチンに含まれているアルミニウムは乳児に有害ではないのかと心配される方もいま

す。しかし、健康な乳児は有害な影響を受けることなく、アルミニウムを速やかに体内から排泄し

ます。 
 

Q. アルミニウムとは何ですか？  

 
A. アルミニウムは自然界に最も多く存在する金属です。飲み水
や、息をするときに吸い込む空気、そして食べ物にも含まれてい

ます。 
 

Q. アルミニウムはワクチンに含まれているのですか？  

 
A. はい、含まれているものがあります。アルミニウムは、A 型
肝炎、B型肝炎、ジフテリア・破傷風・百日咳、B型インフルエ
ンザ菌、ヒトパピローマウイルス及び肺炎球菌感染を予防するワ

クチンに添加されています。なお、インフルエンザ、ポリオや生

ウイルスワクチンである麻疹（はしか）や、流行性耳下腺炎（お

たふく風邪）、風疹（三日はしか）、水痘（水ぼうそう）、帯状疱

疹、ロタウイルスを予防するワクチンには含まれていません。 
 

Q. なぜ、アルミニウムがワクチンに含まれているのです
か？  

 
A. アルミニウムは免疫応答を高めるために特定のワクチンに添
加されています。免疫応答を高めるために使用する物質は「アジ

ュバント」と呼ばれています。アジュバントは多くの場合、ワク

チンの接種量や接種回数も減らすことができます。ワクチンに対

する免疫系の反応を向上させるために、水酸化アルミニウム、リ

ン酸アルミニウム、硫酸アルミニウムカリウムなどのアルミニウ

ム塩がこれまで 70年以上にわたり使用されています。 
 

Q. アルミニウムはワクチンにどのくらい含まれているので
すか？  

 
A. 生後 6 ヵ月の間に乳児にワクチンを接種すると、それに伴い
約 4ミリグラムのアルミニウムが接種されることになると考えら
れます。この量は極めて少量で、1ミリグラムは 1グラムの 1000
分の 1で、1グラムは小さじ 1杯の水の 5分の 1の重さに相当し
ます。同じ生後 6 ヵ月の間には、乳児は母乳から約 10 ミリグラ
ム、特殊調製粉乳（乳児用調製粉乳）から約 40 ミリグラム、あ
るいは大豆調製乳から約 120ミリグラムのアルミニウムも摂取す
ると考えられます。 

Q. アルミニウムは体内に入った後、どうなりますか？  

 
A. 体内に入ったアルミニウムのほとんどは速やかに排泄されま
す。ワクチンに含まれるアルミニウムはすべて血流（血液の流れ）

に入りますが、食べ物に含まれるアルミニウムも、1%未満は腸
から吸収されて血液中に入ります。一旦血流に入ったアルミニウ

ムはその由来に関わらず同様に処理をされます。約 90%は「トラ
ンスフェリン」と呼ばれるタンパク質と、約 10%は「シトラコン」
と結合します。一度結合をすると、ほとんどのアルミニウムは腎

臓から、わずかな量が胆汁を通して体外に排泄され、わずかな量

が体内組織に留まります。ワクチンまたは食べ物に含まれるアル

ミニウムの約半分は 24時間以内に排泄されます。4分の 3以上は
2週間で排泄され、ほぼすべてのアルミニウムが 3年以内に排泄
されます。体にはアルミニウムを速やかに排泄する能力があり、

それがアルミニウムの優れた安全性の説明となっています。 
 

Q. 体内にアルミニウムが留まると何が起こりますか？  

 
A.わずかな量のアルミニウムは、体内に蓄積します。これらのア
ルミニウムの 50%-60%は骨に蓄積し、一部 25%程度は肺、1%程
度は脳にも蓄積しま

す。残りは血清、皮膚、

消化管、リンパ節また

分泌腺に蓄積します。

実際には低量のアル

ミニウムは体のどの

組織からも検出され

ます。子どもたちが大

人になるときまで、50
～100 ミリグラムのア
ルミニウムが体に蓄

積し、そのほぼすべて

が食べ物から摂取し

たものです。 
 
 
 

すべてのワクチンに関する最新情

報を知りたい場合は、左記のウエブ

サイトにアクセスしてください。 
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Q. ワクチンに含まれているアルミニウムの量は安全です
か？  

 
A. はい。この質問に答える一番良い方法は、アルミニウムによ
って有害な影響を受けている方たちに目を向けることです。影響

を受けている方たちは 2つのグループに分けられ、一つは、超未
熟児として生まれたために輸液により大量のアルミニウムの投

与を受けることになった乳児、もう一つは、長期間にわたり腎不

全を患い、同時に主に制酸剤の服用により大量のアルミニウムを

摂取している方たちです。（制酸剤の平均推奨用量には、1回のワ
クチンに検出されるおよそ 1000 倍以上のアルミニウムが含まれ
ています。）これらの患者さんからなるグループはいずれも、大

量のアルミニウムが体内に蓄積しているために、脳の機能障害や、

骨の異常、あるいは貧血を来すことがあります。 
 
	 腎臓が十分に機能していない、あるいは全く機能していない場

合と、この条件に該当する人たちが何ヵ月または何年間にもわた

り大量のアルミニウムを摂取している場合の 2つの条件に該当す
る場合は、多量のアルミニウムが体内に入り、体内から十分に排

泄されないため、アルミニウムは有害であると判断されます。 
 

Q. ワクチンに含まれるアルミニウムが一部の健康な乳児に
有害になるおそれはないのですね？  

 
A. はい、ありません。ワクチンに含まれているアルミニウムの
量は有害な影響を引き起こすのに必要な量に比べると、ごく少量

です。ここで、別の角度からこの点を考えてみましょう。すべて

の乳児が、母乳か、ミルクのいずれかで育てられ、母乳も乳児用

調製粉乳（ミルク）もアルミニウムを含んでいるため、すべての

乳児は絶えず血流中に少量のアルミニウムが存在しています。し

かし、その量はごく少量で、血液 1ミリリットル（小さじ約 5分
の 1杯分）中に約 5ナノグラムです（1ナノグラムは 1グラムの
10 億分の 1）。実際、ワクチンに含まれるアルミニウムの量は非
常に少量であるため、ワクチンを接種した後でも、乳児の血液中

のアルミニウムの量に検出しうる変化はみられません。これに対

して、アルミニウム

によって健康障害

を来した人たちの

血流中に存在する

アルミニウムの量

は健康な人たちの

血流中に検出され

る量の少なくとも

100 倍を超えていま
す。 
 

 

Q. アルミニウムを含んでいるワクチンの接種間隔を広げる
と、どのような悪影響が生じますか？  

 
A. ワクチンの接種を遅らせると、子どもたちがワクチンによっ
て予防できる病気に罹りやすい期間がされます。米国では、百日

咳や肺炎球菌感染症のような特定の病気も依然として多くみら

れます。アルミニウムは食べ物や飲み水の中に含まれていること

がよくあり、この点を考慮すると、ワクチンの接種を遅らせても、

アルミニウムの曝露量が有意に少なくなることはありません。つ

まり、ワクチンの接種を遅らせると、子どもたちが重症で場合に

よっては死に至るおそれのある感染症に罹患する確率が高まる

だけです。 
 

参考文献  

 

 
 
 
 

 
 
 

 

ワクチンに含まれるアルミニウムについて知っておくべきこ

と 

この情報はフィラデルフィア小児病院（Children’s Hospital of Philadelphia）のワ
クチン教育センター（Vaccine Education Center）より提供されています。本セ
ンターは、患者さんや医療専門家向けの教育情報の発信源であり、感染症の研

究と予防に貢献するべく努力されている科学者、医師、そして子どもたちのお

父さん・お母さんで構成されています。本ワクチン教育センターはフィラデル

フィア小児病院の寄付講座から資金提供されており、製薬企業からの援助は受

けていません。 
フィラデルフィア小児病院は米国内で最初に設立された小児科専門病院であり、患者

のケア、先駆的な研究、教育および権利擁護において世界をリードしています。 

©2012 The Children’s Hospital of Philadelphia 禁無断転載・6657/09-12 


